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目的）低温細菌は自然界に広＜分布し、低温で保存される食品の品質をしばしば低下させ

る。低温細菌は加熱により容易に死滅させることができるが、低温菌の菌体外加水分解酵
素は耐熱性であることが多く、殺菌処理後も残存する加水分解酵素によって食品の品質は
低下する。従って、食品中で低温菌を増殖させないことが必要となるが、低温菌の効果的
な増殖抑制法は知られていない。本研究では、低温菌の増殖に必須な酵素であるアラニン
ラセマーゼの特異的不活性化によって、低温細菌の増殖抑制を行うことを目的として、

Bacilluspsychrosaccharolyticus由来アラニンラセマーゼの構造と機能を調べた。
方法）Bacilluspsychrosaccharolyticus由来アラニンラセマーゼ遺伝子断片を、コンセンサス
プライマーを用いたポリメラーゼチェインリアクションにより増幅し、続いて、ジゴキシ
ゲニンで標識したものをプローブとするプラークハイブリダイゼーション法により、本酵

素遺伝子をクローニングした。遺伝子の配列はジデオキシ法により決定した。また、クロ
ーン株から電気泳動的に均一に精製した酵素標品を特性分析に用いた。
結果）クローニングされた本酵素遺伝子は、1149塩基対からなり383個のアミノ酸をコ

ードしていた。塩基配列から推定されるアミノ酸配列は、好熱菌Bacillus stearot/ermophilus
由来の本酵素と高い相同性を示したが、予測される高次構造は有意な違いを示した。クロ
ーン株から、精製倍率約５０倍で均一に精製した本酵素は、耐熱性が低く、低温で高い活
性を有する低温性酵素であり、低濃度の有機溶媒や界面活性剤により容易に不活性化され

た。また、本低温性酵素のこれらの性質は、低温細菌の増殖抑制に適用可能であった。
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【目的】Thermoascus aurantiacus は、生育の適温が40～50°Cにあり、30℃以下ではほと
　　ｰ-んど生育しない好熱性糸状菌である。本菌は培養ろ液中に耐熱性のカタラーゼやアミラー

ゼを生産することが報告されているが、これらの酵素の生産条件の詳細については明らか

にされていない。そこで、T. auranti acusのデンプンを中心にした各種炭素源における生
　　　　　　一育やカタラーゼとアミラーゼの生産について検討を加えた。

【方法】供試菌株は｡40℃において回転振漫して培養した。アミラーゼの活性は、デンプ

ンを基質にし、反応により生じた還元糖を3,6－ジニトロフタル酸法によって定量して測定

した。カタラーゼの活性は、反応基質過酸化水素の減少を240 nmの吸光度の変化より求め
て測定した。

【結果】T. aurantiacus IFO 31693 は、各種の炭素源を含む培地を用いた40℃の培養に

　　ｰおいて、培養ろ液中に高度の耐熱・耐アルカリ性のカタラーゼを多量に生産した。カタラ

ーゼの生産は窒素源に硝酸ナトリウムを用いた8 %デンプンの場合に最大であった。この

ときアミラーゼの生産は低いレベルに抑えられていた。窒素源にアンモニウム塩が用いら

れた場合にはカタラーゼはほとんど生産されなかった。アミラーゼの生産には２～4 %デ

ンプン濃度が効果的で、窒素源がカタラーゼの生産のように影響することはなかった。ア

ミラーゼの生産は枝分かれ度の高いデンプンによって増大した。また、アミラーゼは複数

の種類が生産され、これらは比較的熱に安定であった。
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